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長
減
畳
海
前
教
授
に
は
昨
年
九
月
を
以
て
遼
肝
を
迎
へ
ら
れ
、
九
州
帝

陶
大
尾
教
授
の
職
を
提
か
れ
た
。
同
時
に
先
生
は
常
九
州
史
學
含
常
任
秀

貝
を
辞
せ
ら
れ
た
が
、
新
に
顧
問
と
し
て
今
後
蓮
も
本
命
の
發
展
の
た
め

に
御
誰
力
下
さ
る
こ
と
Ｌ
な
っ
て
居
る
。

顧
る
に
先
生
ほ
明
治
四
十
年
十
一
月
班
京
帝
国
大
學
文
科
大
學
図
史
學

科
を
御
率
業
の
後
、
問
對
識
く
女
祁
省
岡
審
課
教
科
用
岡
番
の
調
秀
、
引

繍
告
同
省
荊
俗
致
育
調
在
衝
に
関
係
せ
ら
れ
、
箕
後
東
京
府
立
第
一
中
學

Ｂ
Ｌ
Ｐ

枝
敦
諭
を
純
て
瞬
島
高
等
師
施
學
校
戦
授
と
た
り
、
大
正
十
二
年
十
一
月

よ
り
滿
二
ケ
年
史
學
研
究
の
た
め
に
佛
蘭
西
國
・
凋
乙
剛
・
英
国
に
剖
學
を

命
ぜ
ら
れ
心
共
途
上
湖
領
印
度
・
海
峡
植
民
地
・
比
律
寅
・
伊
太
利
凹
に
も
在

蒋
見
學
さ
れ
る
竜
ご
ろ
が
あ
っ
た
。
大
正
十
四
年
十
月
歸
朝
せ
ら
る
Ｌ
や

面
に
入
り
て
創
設
燃
初
の
九
州
帝
國
大
學
法
文
學
部
の
教
授
ざ
な
り
閾
史

醗
の
沸
座
溌
描
任
せ
ら
れ
て
、
爾
來
昨
昭
和
十
八
年
九
月
御
退
官
に
至
る

ま
で
御
在
恥
十
八
年
に
及
び
、
そ
の
間
鯛
史
學
科
の
確
立
並
に
九
州
史
學

會
の
創
設
と
維
持
に
窯
痒
せ
ら
れ
、
そ
の
高
潔
の
人
格
と
博
洽
の
學
殖
と

を
以
て
本
學
の
向
上
後
進
の
育
成
等
に
錐
さ
れ
た
御
功
紙
は
抑
に
遊
大
な

も
の
が
あ
る
。菜

報

還
暦
の
壽
を
迎
へ
ら
れ
た

長
沼
賢
海
前
教
授

彙
報

I

U

先
生
が
媒
界
に
礎
表
さ
れ
た
薪
述
及
論
女
竝
諜
演
等
は
主
喜
左
も
の
Ｌ

み
で
も
五
十
に
垂
ん
と
し
て
居
る
。
特
に
先
生
は
僻
殊
題
目
と
し
て
は
日

本
宗
敦
史
芝
、
時
代
史
と
し
て
は
室
町
時
代
を
專
攻
せ
ら
れ
た
。
銅
瀧
上

人
の
研
究
を
以
て
學
界
に
發
足
せ
ら
れ
我
先
生
は
宗
教
的
史
変
を
主
容
雨

面
か
ら
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
変
相
を
極
め
ん
と
さ
れ
、
眞
宗
の
研

究
、
や
が
て
は
中
世
に
於
け
る
祁
佛
混
合
の
淋
道
に
於
け
る
佛
教
的
要
素

の
探
究
と
な
り
、
最
後
に
王
法
即
佛
法
論
の
史
的
爽
明
に
及
ん
で
居
る
。

之
芭
併
行
し
て
御
歸
朝
後
に
は
切
支
丹
、
特
に
九
州
地
方
に
於
け
る
所
謂

離
れ
切
支
丹
に
關
す
る
詳
細
左
研
究
を
見
る
に
至
っ
た
。
又
日
本
文
化
史

に
對
し
て
は
そ
の
特
色
を
海
外
文
化
の
淌
化
と
征
服
に
お
り
と
の
見
地
に

塞
竺
」
聖
穗
太
子
論
や
鐡
砲
傳
來
論
を
生
み
、
更
に
海
外
交
通
を
問
題
と

し
て
瀬
戸
内
海
を
中
心
と
す
る
中
枇
の
豪
族
の
活
踊
、
國
民
の
海
上
發
展
、

典
い
て
は
壷
岐
・
對
島
の
史
的
研
究
、
元
冠
、
松
浦
無
の
研
究
等
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
就
中
海
賊
關
係
の
史
料
の
蒐
集
は
膨
大
な
も
の
と
な
り
、
こ

れ
は
九
州
帝
大
國
史
研
究
室
に
委
託
さ
れ
る
こ
と
Ｌ
な
っ
て
居
り
、
先
生

の
醸
統
を
受
繼
い
で
こ
の
方
面
の
研
究
を
大
成
す
る
者
の
出
現
が
期
待
さ

れ
て
居
る
ｅ
こ
れ
ら
の
御
研
究
を
一
買
し
て
先
生
は
常
に
考
証
學
的
立
場

に
立
た
れ
、
そ
の
學
間
に
徹
し
て
以
て
學
界
に
貢
献
さ
れ
た
御
功
紙
は
永

久
に
朽
ち
な
い
も
の
が
あ
る
。

尚
此
の
他
先
生
は
公
私
各
種
の
誰
習
會
に
講
師
と
し
て
臨
ま
れ
又
縣
敦

育
會
の
指
導
者
芒
し
て
、
更
に
傍
ら
中
躍
校
女
畢
校
の
教
科
香
並
に
解
説
．

番
を
著
し
、
本
邦
歴
史
教
育
の
指
導
と
排
及
に
寄
與
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
大

な
る
も
の
が
あ
っ
た
。

、

一
九
五

、
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乘
報

署
書

ら

・
一
、
日
本
宗
敏
史
の
研
究

昭
和
三
年
十
一
月
教
育
研
究
會

二
・
南
敬
文
集
（
柵
）

昭
和
四
年
十
月
春
陽
堂

弓
室
町
時
代
史
（
大
日
本
史
誹
座
第
五
巻
）
‐

昭
和
五
年
二
月
雄
．
山
閣

四
、
日
本
文
化
史
の
研
究

昭
和
十
二
年
七
月
教
育
研
究
會

五
．
淋
閣
日
本

昭
和
十
八
年
一
月
‘
教
育
研
究
會

主
な
る
論
文

一
、
蒙
敦
茨
（
岩
波
講
齢
鳶
史
十
七
の
二
）

●

昭
和
十
年
、
岩
波
寄
・
店

二
、
吉
野
室
町
時
代
文
化
の
特
賀
。
宗
教
（
日
本
文
化
史
大
系
吉
野
室
町
時

、
代
篇
）
．
昭
和
十
三
年
十
月
誠
文
蛾
新
光
賦

三
、
閣
史
上
よ
り
見
た
る
閣
髄
と
國
民
稠
祁
（
教
學
叢
普
特
鞭
第
十
三
鮴
）

昭
和
十
四
年
三
月
文
部
省
・
教
學
局

四
元
亭
稗
沓
に
就
い
て
（
本
邦
史
學
論
叢
上
巻
）
・
・

昭
和
十
四
年
五
凡
雷
山
房

五
・
元
享
稗
書
の
網
神
（
教
祭
叢
普
第
八
輯
）

昭
和
十
五
年
三
月
文
部
省
激
學
局

六
・
十
七
條
謹
法
に
就
》
て
（
日
本
諸
雛
振
興
委
員
街
研
究
報
告
特
輯
莱

Ｌ

Ｉ

ｉ

一

九

六

〃

四
綱
）
．
昭
和
十
七
年
一
月
文
部
省
敷
學
局

七
、
鎖
國
時
代
に
於
け
る
海
外
發
展
（
日
本
諸
學
研
究
報
告
第
十
七
編
）

昭
和
十
七
年
十
一
月
文
部
省
教
學
肩

八
、
蛾
砲
の
傳
來
に
就
い
て

昭
和
四
年
十
一
月
史
淵

九
、
伊
曾
保
物
語
繪
巻

昭
和
五
年
十
二
月
同
上

、

一
○
℃
宗
教
的
土
一
挟

昭
和
六
年
十
二
月
同
上

一
で
。
元
冠
と
祁
風

少
昭
和
七
年
七
月
。
同
．
上

二
一
、
建
武
前
後
の
祁
佛
の
信
仰
關
係昭

利
八
年
三
〃
同
上

一
三
、
元
窓
と
松
浦
燕

昭
和
八
年
六
月
，
同
〃
上

一
四
、
法
華
念
佛
雨
朱
の
展
開
と
唯
一
宗
源
討

昭
和
九
年
六
月
同
上

一
五
、
松
祁
蕪
の
發
展
及
び
其
の
熱
的
生
活
（
上
の
中
）

昭
和
十
年
三
月
ｏ
六
月
同
上

一
六
、
海
外
交
通
史
上
の
壷
岐
・昭

和
十
一
年
三
月
同
上

一
七
、
懐
良
親
王
の
征
西
路
考

昭
和
十
一
年
七
Ｎ
同
．
上

・
Ｉ

’
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一
八
、
祁
道
に
現
は
れ
た
る
他
力
念
佛
の
影
癖

昭
和
十
二
年
三
月
同

一
九
、
鐵
砲
の
傳
來
と
共
の
辨
及昭

和
十
二
年
七
月
同

二
○
．
元
享
濯
書
績
考

昭
和
十
三
年
十
二
側
同

二
一
、
門
司
關
と
門
司
氏

昭
和
十
四
年
三
月
同

ニ
ー
ズ
筑
前
脈
生
氏
に
つ
い
て

昭
和
十
四
年
七
月
同

一
三
一
、
巌
島
附
近
の
海
上
史
（
上
、
中
隠
下
）

昭
和
十
四
年
十
二
月
ｌ
同
十
六
年
十
一
月
同

二
四
々
小
早
川
氏
の
海
上
勢
力

昭
和
十
七
年
三
月
同

二
五
、
親
鋸
と
聖
人
論

明
治
四
十
三
年
三
月
’
十
二
几
史
學
雑

二
六
、
蓮
如
上
人

大
正
二
年
三
月
’
十
二
月
同

二
七
、
ゑ
ぴ
す
考

大
正
四
年
十
月
’
十
二
月
、
同
五
年
二
川
、
四
月
同

二
八
、
大
黒
天
考

大
正
五
年
一
月
同

二
九
、
倭
潅
と
バ
ハ
ン
船
及
賢
船

梁
報

大
正
八
年
二
月
、
五
月
同
上

上
三
○
、
大
黒
天
及
夷
祁
再
考

大
正
九
年
三
月
、
五
月
、
七
月
、
九
月
同
上

上
一
三
・
宗
旨
人
別
改
め
の
發
逹

昭
和
四
年
十
一
月
同
．
上

、
上
一
三
一
、
天
浦
天
祁
の
信
仰
の
鍵
遜大

正
八
年
二
月
’
四
月
史
林

上
三
三
、
鐡
砲
傳
來

，
大
正
三
年
六
月
、
八
月
、
十
側
、
同
四
年
一
月
歴
史
地
理

上
三
四
布
施
陸
の
地
名
「
フ
セ
」大

正
四
年
二
月
、
三
月
同
上

①

三
五
、
長
尾
氏
と
一
向
衆

上

大
正
九
年
一
月
、
二
月
吋
上

心

上
三
六
、
鞭
洲
海
賊
と
淡
川
合
戦

．
大
正
八
年
四
月
、
・
五
月
歴
史
と
地
理

誌
三
七
、
安
藝
門
徒
の
一
扶
迩
動

大
正
九
年
十
二
月
、
同
十
年
二
月
、
三
月
、
六
月
、
七
月
同
上

上
．
三
八
、
佛
蘭
西
に
於
け
る
昔
時
の
日
本
學

昭
和
三
年
一
月
同
上

上
三
九
、
眞
宗
の
原
始
時
代
に
於
け
る
妻
孵

‐
．
大
正
十
二
年
龍
谷
大
學
論
叢

上
四
○
、
時
蝋
廻
國
の
税
を
詳
に
し
そ
の
佶
仰
に
及
ぶ

・
大
正
二
年
五
月
佛
教
史
畢

一
九
七

日

Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■
リ
ー
０
Ｋ
■
！
■
Ｉ
！
■
■
■
Ｐ
ｌ
１
ｌ
Ｉ
ｌ
■
■
■
■
１
，
１
■
■
■
■
、
■
Ｆ
ｌ
ｆ
Ｉ
９
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ

’
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難
報

四
一
、
閲
史
上
よ
り
見
た
お
理
徳
太
子
と
渉
殿

／

昭
和
六
年
七
月
夢
雌

四
二
、
佛
法
即
王
法
論

、
昭
和
九
年
日
本
総
祁
文
化

四
三
、
水
城
の
大
樋
の
洲
盃

昭
和
七
年
三
川
耐
岡
縣
史
峨
名
勝
天
然
紀
念
物
訓
査
報
告
普

四
四
、
大
野
城
及
四
王
寺
迩
岐

‐
昭
和
六
年
三
月
同
心
上

（
井
上
記
）

第
十
四
回
九
州
史
學
會
大
會
／

昭
和
十
八
年
度
の
九
州
史
學
會
大
會
は
五
月
二
十
九
日
（
土
曜
）
の
聖
癩

寺
見
學
と
同
三
十
日
（
日
曜
）
の
講
演
會
を
行
っ
た
。

、

聖
頑
寺
見
學

二
十
九
日
午
後
二
時
聖
禰
寺
本
坊
（
博
多
唾
の
東
北
約
二
町
）
集
合
、
同

寺
所
蔵
品
を
参
観
し
、
更
に
同
寺
内
幻
住
応
仙
推
蛍
に
至
り
仙
腱
和
術
迩

鍜
を
兄
學
し
た
が
、
來
會
者
多
く
盛
會
で
あ
っ
た
。
左
に
本
坊
所
蔵
品
の

展
籾
目
録
を
摘
記
し
、
併
せ
て
仙
雌
祁
師
の
略
朧
及
び
三
徳
賓
圃
説
の
序

を
掲
げ
る
。

醒
禰
寺
所
蔵

一
、
迩
偽
普
門
、
邇
祁
師
錐

一
、
三
徳
涜
圖
仙
雌
繩
師
難

一
、
い
ろ
は
辨
同

一
、
詩
七
組
同

一
、
與
等
爽
首
雄
書
・
同
一

一
、
書
同

一
、
書
同

一
、
消
息
．
・
小
堀
遠
州
宗
甫
錐

瀧
本
坊
宛
・

一
、
開
山
千
光
祁
師
像
・
筆
者
未
詳

古
頂
相
〃
普
門
圓
迩
祁
師
従

一
、
輔
門
皿
迩
祁
師
像
．
筆
者
未
詳

夜
垣
祁
師
読

一
、
仙
雌
祁
師
像
秋
月
秋
岡
喬

・
義
山
饗

一
・
、
世
奪
分
坐
岡
仙
脹
祁
師
自
彊
餐

一
、
三
顧
祁
岡
‐
同
，

一
、
竹
岡
一
同

一
、
露
舶
圃
〃
同

一
、
渡
宋
天
祁
圃
仙
雌
岬
師
雑

一
、
日
本
橋
脚
同

一
、
仙
隈
祁
師
抑
．
鯉
圃
．
秋
月
秋
甫
画

仙
陸
祁
師
二
川
和
近
合
饗

一
、
感
得
狐
普
圃
邇
祁
師
乖

一
、
御
喪
辨
門
側
邇
師
師
謹
號

一
、
型
頑
寺
世
代
住
職
自
筆
牒
ｆ

一
、
古
文
書
」

qL

､

一
九
八

一
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心

一
、
聖
祠
寺
天
女
年
中
併
家
帳
・

一
、
仙
塵
祁
師
願
書

一
・
仙
巌
和
尚
作
夕
曜
硯
‐

一
、
三
賓
銅
印

一
、
仙
崖
和
尚
石
印

，
一
、
獅
子
形
扶
桑
最
初
祁
窟
石
印

仙
鵬
祁
師
略
歴

一
、
鰯
延
三
年
・
美
濃
国
武
儀
郡
谷
口
の
農
家
河
村
家
に
生
烹
卑
ｑ

一
、
畳
じ
て
上
有
知
町
滿
泰
寺
に
て
薙
髪
し
、
空
印
和
術
に
師
事
す
。

一
、
後
に
武
職
閏
永
田
の
東
輝
咋
月
船
和
術
に
師
部
す
ｃ
’

一
、
天
明
三
年
錐
倉
岡
兇
寺
を
始
め
譜
方
傭
堂
を
等
訪
し
て
参
考
工
夫
す

言
天
明
八
年
（
三
十
九
歳
）
西
下
し
て
筑
師
幽
聰
祁
寺
に
、
開
祇
榮
西

よ
り
第
百
一
一
十
三
世
の
法
燈
を
受
く

一
・
六
十
歳
頃
よ
り
書
喬
を
始
む

一
、
文
化
八
年
虚
白
院
に
隠
居
す

一
、
天
保
四
年
石
松
元
啓
綱
「
山
里
和
歌
栗
」
に
自
作
十
像
首
を
寄
す

貢
同
八
年
（
八
十
八
歳
）
十
月
七
日
入
滅

一
、
同
十
二
年
仁
孝
天
皇
よ
り
叫
門
側
迩
脚
師
の
謹
號
を
下
さ
る
ｃ

尚
、
「
三
徳
賢
圃
説
並
序
」
と
題
し
「
此
圃
〈
扶
桑
波
初
祁
漉
ノ
ー
百
二

十
三
世
仙
雌
卿
師
八
拾
一
歳
ノ
時
自
作
之
文
也
云
屯
』
と
後
記
さ
れ
た
掛

圃
あ
り
、
都
合
に
よ
り
岡
説
を
略
し
序
の
み
次
に
揺
ぐ
。

三
徳
寳
圖
説
並
序

梁
報

1

■

ｖ

I

儒
教

概
同
二
祁
敢
｝
・
而
其
不
し
合
。
唯
齋
元
己
補
激
緬
。
以
二
五
戎
一

配
二
五
術
｝
・
義
依
一
一
頴
教
一
。
執
し
相
忘
レ
性
。
不
し
取
也
ｏ
性
以
二

ロ
、

道
弧
名
也
。
名
二
共
不
し
可
し
名
。
耐
呪
状
し
諾
。
恋
交
萬
物
。

莫
レ
不
二
全
し
之
受
し
生
。
而
民
日
川
不
し
知
。
則
犬
示
し
之
以
一
一

河
固
碕
書
一
美
。
於
ソ
此
乎
。
伏
義
氏
。
法
し
之
謹
二
其
八
卦
一
。

蓋
非
二
名
典
し
形
。
不
し
能
二
以
垂
二
教
於
天
下
後
世
一
也
・
」
其
然

故
・
竺
佛
有
一
一
宇
印
形
一
。
日
祁
有
二
魂
鏡
劒
一
。
名
異
置
同
。

三
教
所
レ
設
・
不
し
期
而
然
者
。
誠
所
二
以
道
之
無
ゾ
ニ
也
。
而

今
所
咋
間
三
徳
。
仁
爲
一
一
之
肢
一
・
仁
之
至
日
二
系
菩
》
・
至
善

共
庶
》
乎
脚
之
大
悲
｝
・
楚
杏
脚
。
楚
幽
無
》
一
以
爲
レ
黄
。
惟
善

以
爲
レ
賛
。
吾
亦
合
し
三
以
爲
レ
蜜
。
常
肘
無
し
識
者
也
、

瀞
敬

宗
源
齋
元
慰
宗
之
道
・
・
與
二
天
地
一
経
始
。
而
不
レ
知
二
讓
羊
一

者
。
其
惟
吾
祁
國
乎
。
古
紀
日
。
天
照
太
耐
。
以
三
三
種
賓
一
・

授
二
天
忍
穂
叫
尊
一
。
帥
教
經
。
明
二
一
心
五
心
一
賓
三
器
一
。
、
三

器
之
在
二
一
人
一
之
謂
二
齋
元
治
本
邦
之
正
道
。
而
異
域
脈
し

無
。
在
｝
’
八
百
寓
岬
一
及
官
庶
日
二
三
徳
一
總
レ
之
爲
二
宗
源
一
ｏ

竜

右
下
に
測
教
、
儒
教
、
佛
教
の
順
序
で
説
明
あ
り

一
九
九

１
１
１



Ｉ

１

１

同
三
十
日
午
前
九
時
よ
り
市
内
側
幡
町
縣
教
育
會
館
に
て
委
員
長
竹
岡

勝
也
敢
授
の
開
愈
の
挨
拶
の
下
に
、
午
前
中
ぱ
梅
志
の
研
究
發
表
、
午
後

〆

佛
數

華
嚴
論
日
。
無
邊
刹
界
。
自
他
不
し
隔
二
毫
端
一
。
十
世
古
今
。

始
経
不
し
離
二
常
念
一
。
教
意
可
レ
兄
。
而
今
至
依
二
秘
辮
三
摩

地
一
・
亜
殊
壼
利
日
。
吾
及
五
桃
。
並
一
切
衆
生
。
心
性
一

磯
。
悉
皆
清
淨
。
經
日
。
若
依
二
此
義
一
。
而
修
現
生
成
二
無

上
蝿
一
・
、
雌
し
然
欲
レ
修
レ
之
者
。
必
求
二
明
師
一
・
親
受
二
其
法
一
。

否
則
得
し
罪
。
龍
孟
日
。
是
説
二
三
嘩
地
法
。
於
二
諸
教
中
一
・
〃

關
而
不
し
言
ｏ
大
師
日
。
以
二
常
途
淺
略
之
義
一
不
し
可
レ
作
二
種
堂

戯
諭
一
ｏ
夫
一
大
道
ｏ
而
岐
二
跡
於
榊
儒
佛
一
。
一
二
辨
一
三
足
之
一
而
傅
二
天
下
於
無
窮
一
。
誠
吾
日
闘
也
。
然
教
有
二
世
出
世
一
・

性
情
脈
し
趣
。
亦
不
レ
同
瀦
。
是
以
未
學
之
徒
。
往
盈
守
〃
封
不
し

通
。
亦
冗
哉
。
然
其
不
し
同
在
し
跡
。
故
正
し
之
以
レ
穂
。
其
不
ソ

異
在
し
本
◎
故
和
し
之
以
レ
樂
・
澱
樂
術
而
後
Ｏ
天
下
平
也
。
、

若
一
開
一
此
岡
一
。
果
見
東
海
西
海
所
し
出
聖
人
。
‘
亦
相
願
一

笑
港
ｐ
是
鐡
弧
し
人
之
読
乎
Ｏ
道
之
自
然
也

樂
記
及
孔
子
之
説
一
爲
近
。
荷
與
レ
孟
非
也

講
演
奮
並
び
に
研
究
發
表
響

蝿

報

■
可
８
８
■
■
■
■
Ｈ
Ｉ
ｄ
Ｈ
８
■
ｑ
Ｉ
１
ざ
１
１
１
．
■
■
０
回
■
■
汀
０
１
日
■
■
１
４
日
０
国
■
。
■
■
Ｉ
Ｉ
１
Ｌ
Ｂ
■
■
■
■
且
■
■
■
Ｆ
ｒ

一

日
《
■

は
誹
演
が
行
は
れ
た
。

研
究
發
表
合

一
、
記
紀
と
皇
統
史
籾
片
山
太
郎
氏
．

一
、
祠
岡
滞
洋
畢
の
性
格
井
上
・
忠
氏

一
、
深
江
信
漢
先
生
と
楠
公
精
淋
河
野
陽
雄
氏

一
、
カ
ル
ヴ
イ
ン
の
肯
像
に
つ
い
て
益
田
健
次
氏

一
，
、
徳
川
家
光
の
締
紳
壯
態
に
つ
い
て
王
丸
勇
氏

一
、
宋
代
の
長
生
牛
に
つ
い
て
日
野
開
三
郎
氏

誌
演
會

・
一
、
宋
明
梁
の
葛
藤
九
大
教
授
楠
本
正
繼
氏

一
、
清
原
家
の
家
學
と
家
風
九
大
教
授
長
沼
疑
海
氏

晩
饗
宙

午
後
五
時
よ
り
學
士
會
館
に
て
開
催
、
食
後
、
重
松
俊
幸
教
授
よ
り

『
支
那
史
上
に
於
け
る
我
が
鬮
工
蕊
品
の
評
慣
』
に
つ
い
て
興
味
あ
る
研
究

發
表
を
秤
聰
、
會
す
る
者
三
十
名
に
及
び
盛
會
で
あ
っ
た
。

（
井
上
記
）

今
回
は
本
年
度
の
卒
業
生
の
卒
業
論
女
中
間
報
告
を
順
次
に
行
っ
た
。

な
ほ
六
月
に
は
糸
烏
郡
宙
山
に
史
賦
探
訪
睡
行
逆
ま
づ
大
悲
王
院
に

て
國
愛
の
木
迭
千
手
観
音
立
像
（
寺
傳
清
賀
作
と
博
へ
、
丈
商
一
丈
五
尺

に
て
藤
原
時
代
の
も
の
）
開
基
清
賀
上
人
坐
像
（
商
さ
二
尺
三
寸
、
身
に

法
衣
を
鰹
ひ
口
を
開
き
歯
を
露
田
す
）
並
び
に
紺
紙
金
泥
郡
鯛
天
皇
御
推

國
史
研
究
會

Ｉ

Ｉ

ｌ

０

０

二
○
○

ノ
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飛
缶
山
維
起
を
鯰
め
論
旨
、
古
文
書
、
古
書
壷
等
を
拝
観
し
、
筍
飯
の
聾

鵬
に
弧
り
、
更
に
後
に
紳
舘
石
を
見
た
。

十
月
に
は
入
隊
學
徒
川
宅
孝
之
蒋
の
「
奈
良
時
代
に
於
け
る
鬮
家
危
機

と
祁
逝
」
な
る
羅
究
發
表
が
な
さ
れ
た
。
．

〃
へ
井
上
記
）

史
學
科
卒
業
論
文
題
目

閏
史
科

再
虎
關
の
思
想
史
的
研
究

ｌ
國
髄
観
念
と
佛
法
王
法
論
Ｉ
上
杉
邦
雄

哀
上
代
の
政
治
状
態

Ｉ
特
に
記
紀
編
纂
時
代
の
考
察
ｌ
片
山
太
郎

貢
古
事
記
、
茂
葉
集
に
於
け
る
雁
史
総
称
と
文
學
精
祁
に
つ
い
て

古
寅
平
七

一
、
往
生
要
集
よ
り
教
行
信
證
へ
の
發
展
渡
邊
正
氣

東
津
史
科

一
、
元
代
同
鶴
人
の
研
究
一
節
島
尾
敏
雄

言
う
。
イ
リ
ッ
ピ
ン
に
閲
す
る
支
那
史
料
の
再
検
討
Ｑ

（
西
人
渡
來
以
前
の
も
の
）
辻
豊

ｒ

一
、
旅
金
問
題
の
一
考
察
森
道
男

法
文
學
部
史
學
關
係
講
義
題
目
（
昭
和
十
八
年
四
月
以
降
）

國
史
．
日
本
思
想
史
‐

国
史
概
論
長
沼
教
授
・

〃
・
難
報
。

’

演
習
（
愚
管
抄
講
讃
）

演
習
（
日
本
紀
誌
讃
）

上
代
文
化
史
の
諸
問
題
・

日
本
思
想
史
概
説

水
戸
學
演
習西

洋
史

近
古
史
の
諸
問
題
．

１

演
習
つ
Ｚ
》
ヶ
、
「
ロ
ー
マ
法
王
史
」
）

東
洋
史

印
度
●
中
亜
古
代
史
概
説

演
習
（
Ａ
×
唐
代
東
西
交
通
史
〕

演
習
（
Ｂ
×
清
末
支
那
外
交
史
料
）

呉
越
鬮
史

漢
番
食
貨
志
誰
讃

其
他

西
澤
哲
畢
史

希
臘
思
想
史
序
挽
・

近
代
粉
紳
と
宗
教
と
の
葛
藤

韮
督
教
美
術

諸
子
思
想
概
詫

支
那
哲
學
史
演
習

南
方
佛
教
史
撫
枇

１

１

１

１

１

１

一

一

○

同同竹同同
岡

教
授 ‘

四
宮
致
授

田
中
助
教
授

佐
野
教
授

矢
崎
致
授

柿
本
激
授

同干
潟
教
授

重
松
、
教
授

同同日
野
助
教
授

同 小
林
識
師

同
、

、

’ Lや
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梁
報
・

上
代
文
學
概
論
商
木
教
授

近
世
文
學
後
景
論
小
島
助
教
授

六
朝
文
蕊
論
目
加
田
教
授

英
諾
史
豊
田
致
技

中
世
英
文
學
中
山
助
教
授

処

十
八
世
紀
女
學
史
，
進
藤
助
教
授

浪
漫
主
義
序
説
、
自
然
主
義
時
代
小
收
戦
授

西
洋
法
制
史
武
麟
助
教
授
‐

日
本
法
制
史
演
習
金
田
敦
授

政
治
史
．
．
堀
激
技

、

日
本
經
濟
史
宮
本
助
敦
授

經
濟
學
史
・
波
多
野
教
授

臨
時
講
義

、
』
幸

東
洋
倫
理
學
史
加
藤
講
師

日
本
佛
救
史
花
山
講
師

九
州
史
學
會
例
會

昭
和
十
八
年
度
の
例
會
は
長
沼
前
教
授
逢
勝
祀
寅
の
晩
饗
會
を
兼
ね
て

十
一
〃
七
日
（
日
咽
）
午
後
一
時
よ
り
九
州
帝
鬮
大
學
法
文
祭
部
椛
外
三
畏

閣
に
於
て
開
催
、
出
席
者
五
十
名
に
近
く
盛
會
で
あ
っ
た
。
ゞ

○
誹
演
愈

一
、
東
洋
史
上
に
於
け
る
所
調
南
北
對
立
に
就
い
て
の
一
考
察

０

日
野
開
三
郎
氏

9

§

一
、
日
本
紀
の
総
称
長
沼
疑
海
氏

推
古
紀
二
十
八
年
の
催
に
聖
徳
太
子
が
「
天
皇
記
。
及
國
記
。
臣
連
伴

造
國
造
百
八
十
部
。
並
公
民
等
本
記
」
を
録
せ
し
め
ら
れ
た
ご
い
ふ
記
事

が
あ
る
。
こ
の
記
録
は
蘇
我
氏
の
愛
に
鍵
失
し
た
が
、
太
子
の
御
通
志
は
繼

永
さ
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
天
武
紀
の
像
を
見
る
に
「
帝
紀
及
上

古
諸
事
」
を
録
せ
し
め
た
と
あ
り
、
又
古
事
記
吻
上
表
文
に
は
「
帝
皇
同

繼
及
先
代
奮
鮮
」
を
訓
習
せ
し
め
・
り
れ
た
と
あ
り
、
又
日
本
紀
私
妃
の
弘

仁
私
記
序
に
は
「
帝
王
本
紀
此
先
代
奮
僻
」
を
録
せ
し
め
た
と
あ
る
が
こ

の
三
者
は
州
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
紀
と
古
事
記
の
相
述
は
賀
に

本
街
道
と
別
街
遁
を
歩
む
も
Ｌ
の
結
果
と
思
は
れ
る
。
そ
の
記
鍬
体
に
つ

い
て
は
太
子
の
頃
の
物
の
み
列
博
体
の
如
き
も
必
ず
し
も
左
榛
で
は
な
い

さ
て
奈
良
時
代
に
於
け
る
大
化
改
新
の
具
体
化
さ
れ
た
律
令
が
太
子
の
十

七
條
澄
法
を
元
と
す
る
如
く
、
記
紀
の
編
纂
も
太
子
の
御
綱
纂
に
始
ま
る
．

と
云
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
律
令
の
制
定
、
記
紀
の
編
纂
．
和
漢
の
勅
選
歌

集
、
華
や
か
な
佛
教
美
術
等
は
い
づ
れ
も
足
並
み
を
揃
へ
て
進
ん
だ
も
の

で
、
術
時
の
わ
が
國
勢
の
一
大
發
展
を
物
語
る
も
の
で
あ
っ
た
。
大
化
改
新

の
根
本
義
は
從
來
の
極
氏
族
的
制
唯
を
塵
し
単
一
氏
族
と
な
す
こ
と
、
即
‐

、
ち
一
般
氏
族
を
根
本
氏
放
の
中
に
抱
擁
せ
し
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
斯
る

時
勢
に
擁
ま
れ
な
が
ら
日
本
紀
は
成
立
し
た
の
で
、
従
っ
て
こ
の
時
勢
が

本
書
の
緬
祁
と
し
て
現
は
れ
て
ゐ
る
筈
て
あ
る
。
而
し
て
こ
れ
を
雅
も
明

瞭
に
現
は
す
の
は
弘
仁
私
記
編
纂
者
の
日
本
紀
槻
即
ち
「
上
起
匡
天
地
混
愉

之
先
一
云
皇
」
に
し
て
「
脚
胤
皇
満
指
し
蟻
灼
然
」
た
ら
し
め
る
こ
と
に
あ

っ
た
の
で
、
と
の
鮎
を
妓
重
要
脱
し
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
日
本
紀
の

○
二二
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■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
厄
恒
旧
■
■
■
■
■
■
■
四
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
且
■
■
β
ｆ
″
危
口
■
同
日
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

目
指
す
と
こ
ろ
は
民
族
一
元
の
理
想
の
雁
史
的
根
擦
を
き
づ
く
こ
と
に
あ

っ
た
の
で
、
紀
を
見
る
に
臣
下
の
天
皇
へ
の
名
分
が
随
所
に
述
べ
ら
れ
る

所
以
で
あ
る
。
斯
る
大
理
狐
に
韮
い
て
日
本
紀
が
完
成
し
た
の
は
菱
老
四

年
で
太
子
の
御
計
議
以
來
百
年
を
錘
て
を
り
、
そ
の
内
容
は
三
十
巻
及
び

系
岡
一
審
と
あ
る
が
、
系
岡
は
粉
失
し
た
の
で
あ
ら
う
。
こ
れ
に
綴
く
五

國
史
に
わ
ざ
ノ
、
．
日
本
と
冠
荊
が
あ
る
の
は
日
本
紀
に
よ
っ
た
の
で
あ
ら

う
。
次
に
「
日
本
」
と
い
ふ
稲
溌
の
所
以
を
考
へ
る
に
諸
孟
が
あ
る
。
ま

づ
東
を
意
味
す
る
ら
し
い
と
い
ふ
が
、
そ
の
標
準
と
す
る
と
こ
ろ
は
支
那

で
あ
ら
う
か
心
そ
れ
と
も
海
で
あ
ら
う
か
。
恐
ら
く
愉
時
東
亜
に
そ
の
勢

力
を
起
し
ら
し
て
ゐ
た
支
那
へ
の
對
抗
意
識
に
韮
く
も
の
芭
思
は
れ
る
の

で
、
斯
ろ
氣
塊
の
も
と
に
桐
本
紀
が
綱
築
さ
れ
た
こ
と
を
銘
記
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
。
然
し
こ
の
結
果
と
し
て
日
本
紀
の
表
現
に
は
漢
文
め
か
し
の
若
し

い
特
徴
が
現
は
れ
た
の
は
徽
然
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
漢
文
め
か
し
の
た

め
に
日
本
紀
の
研
究
は
非
常
に
隅
難
と
た
り
古
郡
記
の
研
究
に
比
し
立
遅

れ
を
兄
る
旗
至
っ
た
。
衞
時
の
わ
が
國
の
諺
勃
た
る
緒
祁
を
知
る
た
め
に

は
日
本
紀
の
徹
底
的
研
究
』
》
そ
級
も
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
漢
學
へ
の

深
い
教
養
を
持
つ
人
の
協
同
を
使
っ
て
、
長
期
に
亘
る
計
舞
の
も
と
に
大

勇
猛
心
を
振
ひ
起
し
て
取
掛
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
（
女
責
在
記
者
）

○
長
沼
前
敦
授
迩
麻
祀
箕
晩
奨
會

辨
演
愈
維
了
後
直
ち
に
引
績
い
て
催
す
。
ま
・
つ
竹
岡
教
授
の
開
會
の
跡

あ
り
、
九
州
史
學
含
の
生
み
の
親
と
し
て
の
長
沼
先
生
の
抑
功
談
を
述
べ

ら
れ
た
。
緋
っ
て
長
沼
先
生
の
御
挨
拶
あ
り
、
史
洲
發
行
備
時
の
經
管
難

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、
本
部
よ
り
同
誌
三
百
部
づ
つ
Ⅸ
上
げ
と
な
り
漸
く

柔

報

申

純
紳
が
縦
い
れ
率
惰
を
語
ら
れ
、
今
後
も
更
に
同
誌
を
研
究
謡
表
穐
關
さ

し
て
研
究
か
続
け
た
い
と
の
御
話
が
あ
っ
た
。
次
に
竹
岡
教
授
よ
り
記
念

品
代
の
進
呈
あ
り
、
長
沼
先
生
に
は
委
員
を
辞
せ
ら
れ
定
後
も
顧
問
と
し

て
御
按
助
を
仰
ぐ
旨
を
依
競
さ
れ
た
。

恥
誕
後
金
田
平
一
耶
孜
授
よ
り
九
州
文
化
史
研
究
所
の
状
況
に
つ
い
て

そ
の
現
況
の
概
枠
及
び
同
研
究
所
に
開
す
る
先
生
の
御
功
紙
に
つ
い
て
述

、

く
ら
れ
た
。
即
ち
同
研
究
所
は
長
沼
先
生
の
昭
和
初
年
よ
り
の
御
業
紙
を

土
台
と
し
昭
和
九
年
八
側
、
松
浦
總
長
の
醜
に
避
田
法
文
嬢
部
長
の
も
と

に
經
涜
科
の
三
田
村
敦
授
、
法
科
の
金
田
敬
技
の
協
同
を
得
て
設
立
せ
れん

犬
史
料
滕
海
の
機
關
で
あ
り
、
關
係
人
員
は
刺
謡
以
來
の
廷
人
員
十
五
名

現
在
員
三
名
、
謄
篤
史
料
は
こ
の
十
年
間
に
平
均
一
冊
五
十
枚
前
後
の
冊

子
と
し
て
千
二
百
三
十
五
冊
に
及
び
尚
そ
れ
以
前
の
長
沼
先
生
の
御
蒐
集

謄
寓
も
加
は
る
。
そ
の
内
容
は
備
中
乙
島
女
斡
以
外
は
い
づ
れ
も
九
州
で

あ
り
、
文
書
記
録
の
他
に
地
間
約
圃
あ
り
か
時
代
は
近
世
を
主
と
し
中
世

の
物
も
或
程
度
存
す
。
こ
れ
ら
は
長
沼
先
生
の
御
主
哨
、
御
指
導
の
も
と
に

出
來
犬
の
で
島
津
簿
以
外
の
主
な
る
蒲
の
も
の
は
大
旨
弛
集
さ
れ
、
尚
そ

の
中
の
對
馬
史
料
は
同
先
生
と
鏡
山
誹
師
の
蒐
集
に
よ
り
そ
の
中
の
「
巌

柵
集
」
は
石
田
良
助
氏
の
「
九
州
法
制
史
料
」
節
一
概
に
』
．
》
れ
か
寓
し
て

探
川
し
て
あ
り
、
以
て
本
研
究
所
の
意
義
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
と
鮪
ば

れ
た
の
で
あ
っ
た
。
（
井
上
記
）

鋲

○
研
究
發
表
會

一
、
徳
川
綱
吉
の
綴
祁
状
態
に
就
て
王
丸
勇
氏

一
、
水
戸
班
「
新
諭
」
に
於
け
る
經
濟
思
想
畢
生
川
小
庄
介
氏

一
、
海
寒
胡
戯
に
つ
い
て
、
附
、
脈
英
遮
の
原
義
重
松
敷
授

電
二
○
三

ｎ
浬 ■

，
巳
ロ
■
ｒ
‐
■
ｌ
■
１
Ｉ
Ｉ
４
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
０
Ｉ
０
■
！
■
３
日
■
ｌ
■
ｑ
Ｉ
１
１
‐
‐
Ｉ
ｊ
‐
‐
・
■
■
■
ｑ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
日
唄
‐
‐
１
１
‐
’
１
口



旬

＃
！

●

１
４
１
‐
ｌ
Ｉ
ｌ
１
１
ｌ
ｌ
↓
，
ｌ
９
ｊ

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

史
淵
筆
者
別
索
引

．
；
（
筆
者
は
五
十
吾
順
に
よ
る
、

青
木
義
恵

三
河
一
向
一
．
挟
の
研
究
（
几
）

．
有
光
保
茂

博
多
商
人
宗
金
と
そ
の
家
系
二
六
）

ｉ
・

伊
岐
，
須
溝

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
思
想
史
的
前
提
（
一
九
）

〃
中
世
に
於
け
る
肺
寺
金
融
の
特
別
低
利
率
に
っ

本
邦
佛
寺
の
淘
利
貸
徴
利
認
容
の
根
礁
に
つ
い

中
世
末
期
大
撰
海
關
の
邇
貨
に
シ
い
て
（
二
三

太
‐
田
等

サ
モ
ア
紛
蛎
Ｉ
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
外
交
史
の

井
上
以
智
爲

臓
山
文
化
の
黎
明
（
八
）

・
胤
山
文
化
と
慈
述
（
九
）

|”章
|螺離
|使者の
|入と方

大

一
九
○
七
年
に

最
近
帝
閣
主
義

セ
ラ
ヱ
ヲ
事
件

一
九
一
二
年
の

一
●
一
一
一
●
一

索

伊
奈
健
次

げ
る
枇
寺
金
融
の
特
別
低
利
率
に
つ
い
て
（
三
）

の
淘
利
隻
徴
利
認
容
の
根
錐
に
つ
い
て
（
一
ご

大
撰
海
關
の
邇
貨
に
シ
い
て
（
二
三
）

術し志井

村
作
次
郎

於
け
る
英
露
協
商

勃
興
の
經
濟
的
順

に
對
す
る
セ
ル
ピ

「
ハ
ル
デ
ー
ン
派
誕

一
一
一
）

ｐ

‐
０
‐
『
，
ｌ
卜
ｂ
Ｆ
ｌ
‘
ｌ
叱
川
川
叩
１
帖
Ⅵ
Ⅶ
川
訓
９
冊
ｈ
川
叩
山
肋

邊
一
家

學
（
五
）

て
の
魏
鉄
深
（
八
）

時
の
外
蒙
喀
爾
喀

引

1

の
成
立
の
研

因
に
つ
い
て

ァ
政
府
の
責

竺
と
主
と
す

へ

ー

九
軍

括
弧
内
は
紙
號
を
示
す
）

究
（
三
・

（
四
）

任
（
七
。

る
英
潤

一
考
祭
’
’
’
二
九
）

八
）

海
軍
關
係
（
一

｛
ハ
）

酬
い
‐
１
Ｊ
同
即
Ⅲ

ラ
イ
ン
小
脳
制
度
と
そ
の
浬
命
（
二
六
）
・

澤
田
勉

支
那
繪
喬
に
於
け
る
篤
黄
思
想
の
展
開
’
五
代
を
中
心
と
し
て
ｌ

（
二
七
）

河
野
禧
夫

水
戸
畢
と
佛
教
（
四
）

，
河
野
房
雄

後
三
條
天
皇
の
御
謹
位
に
抗
き
て
二
八
）

・
小
林
蕊
三
郎

蕊

三
郎

岡
野
平
吉

グ
レ
ー
内
閣
の
選
邪
法
改
正
に
於
け
る
上
院
議
員
任
命
問
題
二
五
）

鏡

元
趨
役
恩
武
地

日
韓
關
係
雑
孜

太
宰
府
砿
司
の

日
本
書
紀
に
魂

太
宰
府
の
遺
跡

日
唐
交
通
と
新

我
が
古
代
肚
會

原
始
箱
式
石
枕辛

ビ
ス

再
保

節
一

所
謂

ヘ
ー

ヘ
ル

プ
ー

自
邦（一

ー主.フデケポモ駁マ
g義エルルイロ陳ル
とンののスツ約ク

．
問
題
と

卜
の
報
復

「
ド
イ
ツ
燕

政
治
的
關

ド
ル
フ
の

系
族
Ｉ

と
塊
旬
閣
内
の
獅
逸
族
（
五
）

不
更
新
と
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
の

内
の
獅
逸
族
（
五
）

ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
の

のに雑とれ礎への
島姿於祁條た石二配山
机けの坊ると己分

猛

に
就
い
て
（
六
）

正
介
院
二
四
）

百
涜
王
肝
に
就
い
て

（
一
六
。
一
七
）

侭
仰
（
一
八
・
一
九
）

る
梨
枕
葬
（
二
一
）

（
二
五
・
二
七
）
・

望
義

心
蝉
（
八
）

フ
ォ
ン
●
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
（
一

政
錐
に
つ
い
て
二
六
）

挫
法
」
と
ド
イ
ツ
的
自
由
（
一
七
）

心
と
「
人
性
書
簡
」
二
八
）

「
ド
イ
ツ
帝
鬮
政
情
論
」
に
つ
い

特
に
ポ
イ
ス
ト
及
び
ダ
ル
ヴ
イ

へ

一

五
－･

二
○
四

四
曹

て
（
一

ク
に

つ九
い－

て

I

Ⅲ

里
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竹

も
の
上
あ
は
れ
と

一
騨
墜

■

■

■

■

■

■

■

■

日

刊

日

■

日

・

‐

１

も

り

‐

ｂ

，
０
‐
４
１

支
那

宋
元

唐
末

唐
宋

敦
煙

魏
略

支
那

支
那

米
元一ハ

十
九考

マ
ツ

テ
ー

モ
ツ
シ
エ
ロ

の
幻
想
」

ア
ー
ダ
ム
ｇ

ヴ
オ
ル
テ
ー

シ
ヤ
ー
フ
ッ

ピ
ユ
ト
ナ
ウ

迩
績
性
に

庄
野
眞
證
‐

店
沙
門
法
琳
博
に
つ
い
て
二
四
）

島
村
保

祇
称
政
雄
家
と
し
て
の
ピ
ス
マ
ル
ク
（
三
）

讃
井
鉄

世
紀
渦
逸
史
學
史
の

祭
Ｉ
（
一
○
）

チ
ー
ニ
と
青
年
イ
タ

ヌ
と
歴
史
（
二
九
）

重
松

占
代
の
物
債
調
節

時
代
の
白
雲
宗
門

時
代
の
彌
勒
教
匪

時
代
の
末
尼
教
と

本
迩
苑
記
幾
巻
に

の
佛
傳
に
開
す
る

古
代
史
の
一
淑
察

三
教
史
上
の
若
干

時
代
の
紅
巾
車
と

・
二
八
）

索

シ
ュ
の
祁
幽
愛
と
外
幽
文
化
Ｉ

に
つ
い
て
Ｉ
（
二
一
）

、
三
ラ
ー
の
世
界
史
極
と
ゲ
ル

ル
の
上
代
フ
ラ
ン
ス
獺
（
二
五

く
り
の
舗
製
論
と
そ
の
影
蓉
（

の
「
ド
イ
ツ
帝
國
史
」
に
つ
い
一

開
す
る
一
考
察
（
二
八
）

化

１

岡
勝
也

出
家
ｌ
源

瑠
穗
残
口
の

源
流
に
就
て

引

氏

二策俊Ｉ
附

魔
教
間

就
い
て

二
三
の

（
一
九
）

の
問
題

元
宋
の

Ｉ
附

リ

、
更
生
佛
敏
朧
‐
ｌ
ハ
三
）

教
問
題
（
言
ご

砂
て
こ
七
）

三
の
問
題
と
老
子
化
胡
説
の
由
來
二
八
）

’
九
）

問
題
（
二
己

宋
の
彌
勒
・
白
蓮
駆
脈
に
就
い
て
（
二
四
ｏ
二

ご唱章’ 男
一
棚
ｌ
所
訓
「
プ
ロ
シ
ャ
派
」
に
閥
す
る
一

ソ
ヤ
（
一
二
）
．

1
い
て
（
｜
）

物
誌

地
位
（

の
一
学

物
誰

の
一
考
嬢
Ｉ
（
二
）

位
（
三
）

一
考
察
（
七
）
．

P

I

時
に
ヲ
イ
ラ
ン
ダ
ー

ワ
ル
マ
ー
ニ
ア
理
念
（
二
三
）

一
五
）

響
（
二
六
）

い
て
ｌ
ド
イ
ツ
國
民
意
識
の

１
Ｆ
９
Ｊ
ｌ

川
ｌ
Ⅳ

’
中漢反浮世
世代復世界
榊女古の史
道様主成芭

｜

↑
’ 新

井
白
石
の
古
代
湖
．

世
界
史
ご
剛
民
史
Ｉ
代
観
と

田
中
友
次
郎
、

ピ
メ
マ
ル
ク
の
對
牡
倉
民
主
識
策
（
二
Ｏ
）

玉
泉
大
梁
・
〃

室
町
時
代
に
於
け
る
貨
幣
の
流
通
壯
熊
（
一
）

筑
紫
頼
定

瓢
孝
那
寺
阯
に
就
い
て
（
二
）

長

法
皇
レ
オ
十
三
世
論

オ
リ
ヴ
ア
以
後
（
三
）

ケ
レ
タ
ロ
の
罪
の
由

シ
レ
ジ
ア
地
領
繊
承

侯
叫
政
治
訓
諭
の
一

生
子
慌
教
に
開
す
る

オ
ル
シ
ー
一
事
愛
の
前

新
尚
古
主
義
と
二
州

一
八
七
八
年
基
敦
肚

ピ
ス
マ
ル
ク
の
岐
路

ピ
ス
マ
ル
ク
と
七
五

ピ
ス
マ
ル
ク
と
伊
太

一
八
六
九
年
の
細
鳩

ピ
ス
マ
ル
ク
の
性
格

論
証
史
學
の
フ
ア
タ

鄭
蟹
奎
・

ジ
ュ
ー
ル
・
ミ
シ
ュ
レ
の
反
教
會
思
想
含
二
）

との義立剛の
慈雲者へ民古

澗

史
Ｉ
沸

一
五
。
一
六

香
川
最
樹

崗
石
浦
に

通
（
二
九
）毒

：
吉

の
一
端
（
二
）

來
に
就
い
て
（
五

の
關
係
（
六
）

考
察
（
七
）

ケ
ル
ン
締
論
（
九

後
（
一
○
）

問
題
の
言
論
（
一

會
無
の
地
位
（
一

と
迩
命
（
一
五
）

年
危
機
Ｑ
六
）

利
職
役
前
後
（
一

問
題
に
就
い
て
（

（
二
五
）

リ
エ
ム
と
ギ
ゾ
オ
時
代
（
二
四
）

’ 道
観
へ
八
）

獣
所
感
の
一
節
Ｉ

）（
一
九
）

於
け
る
腱
開
（
二
五
）

け
る
展
開
（
二
五
）

I

’
1

1

’
1
1

－九
二､-／
雪

ｰ ｰ

､-,s

（
一二

○
五

一
二
）

｜

’

､

’
I

’
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ｐ
１
６
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ｌ
ｂ
■
Ｄ
Ｈ
ｒ
■
■
肌
、
ｉ
Ｉ
■
Ｒ
■
■
■
■
Ｒ
Ｌ
■
■
ｒ
ロ
■
■
■
■
Ｉ
↑
夙
川
別
‐
‐

Ⅲ

ご
Ｌ

世
阿
彌
の
能
樂
論
に
於
け
る
整
調
的
思
想
二
六
）

西
本
壯
吉

先
秦
に
於
け
る
王
道
論
の
展
開
二
二
）

波
多
野
院
三

ｐ
』
■
』
■
■
ｈ
Ⅱ
■
■
■
■
■
Ⅱ
Ｈ
■
民
■
■
■
■
■
日
日
弛
日
■
■
０
曲

に
。
１
“

‐
ト
ー
４
９
‐
！
Ⅱ
１

１
Ｆ
、
１
‐
ｒ
１
Ｌ
ｊ
ｊ
ｆ
１
・
’
１
Ｊ
・
も
６
日
１
ｆ
‐
餓
肥
咽
牛
山
阿
皿
Ⅷ
冊
Ｉ
Ⅱ
Ｏ
ｐ
ｉ
ｍ
田
尚
川
吋
Ⅲ
肌
仙
則
刷
Ⅲ
Ⅲ

長
沼
厩
海

鐡
砲
の
隊
來
に
就
い
て
（
ご

伊
曾
保
物
語
繪
巻
（
二
）

啼
黒
時
代
の
宗
教
一
狭
（
三
）

元
泡
と
祁
風
（
四
）

建
武
前
後
の
祁
佛
の
信
仰
關
係
（
●
一

元
通
と
松
浦
蕪
（
七
）

法
華
念
佛
両
宗
の
展
開
と
唯
一
宗

松
浦
蕪
の
發
展
及
び
其
の
蕪
的
生

海
外
交
通
史
上
の
壷
岐
二
二
）

噸
準
副
垂
函
榧
叡
鑑
睦
力
念
佛
の

鐡
砲
の
傳
來
と
其
の
普
及
二
六
）

元
享
耗
書
縦
考
ｅ
九
）

門
司
關
と
門
司
氏
（
二
○
）

筑
前
肺
生
氏
に
つ
い
て
ｅ
二
）

巌
島
附
近
の
海
上
史
（
二
二
・
二
四

小
早
川
氏
の
海
上
勢
力
（
二
七
）

島
津
氏
の
南
方
交
通
ｌ
大
迫
文

中
山
平
次
郎

・
九
州
に
於
け
る
銅
蝶
二
）

西
尾
陽
太
郎

信
仰
關
係
（
六

１
Ｊ
Ⅱ
Ⅲ
Ｉ
ｊ
４
４
１
呵
屯
１
１
４
■
ｑ
１
ｊ
Ⅱ
ｑ

１
１
１
卜
０
０
１
０
１

１
口
９
０
日
ｇ
ｇ
Ｊ
４
Ｉ

同
Ｉ
Ⅱ
ｑ
川
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
牌
川
服
時
Ⅱ
ｒ
■
可
中
山
〃
ｊ
ト
ー
ｈ
■
■
１
円
Ｗ
Ⅱ
旧
旧
Ⅳ
ｕ
Ｎ
Ｒ

Ｉ
，
ｂ
Ｉ
‐
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ

中
井
虎
一

記
紀
の
原
始
文
化
論
的
研
究
の
諸
問
題
に
就
い
て
（
二
五
〕

中
江
健
三
／

孫
腿
年
間
の
英
圃
の
澳
門
占
領
に
つ
い
て
二
九
）

索

引

）
●
二
一
ユ
●
ニ
ー
ハ
）
§

香
に
闇
す
る
考
察
Ｉ
（
二
七
）

影
審
二
五
）

漏源
へ祁
一へ

凡
）

○
二
一
）

ｌ
’

ト
ー

三
代
世
表
考
ｌ
股
周
始
祀
を
中
心
と
し
て
１
ｓ
五
）

本
田
不
二
郎

義
鐺
時
代
に
於
け
る
大
友
氏
二
九
）

〆
本
村
正
．
一

滴
代
批
會
に
於
け
る
紳
士
の
存
在
（
二
四
）

晩
清
洋
務
運
動
史
論
（
二
九
）

、
盆
．
田
健
次

プ
ウ
ラ
ン
ジ
エ
迦
動
（
七
）
・

別
Ｉ
〃
Ⅷ
柵
Ｍ
Ｆ
Ｉ
１
町
ｒ
訓
Ⅱ
仙
亘
Ⅶ
８
日
月
日
印
ｌ
Ⅱ
Ｈ
１
田
Ｉ
日
刊
‘
ｂ
ａ
ｕ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
’
１
１
１
０
１
０
皿
個
ｒ
ｏ
０
１
１
０
ｌ
０
ｄ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
９
２

ﾌﾟﾛ渤五唐祁唐五唐五

原
田
文
枝

禅
一
考
二
九
）桧

垣
元
吉

峨
國
時
代
の
武
家
生
活
と
學
Ｈ
１
大
内
氏
と
毛
利
氏
’
二
八
）

近
世
凋
逸
猫
太
族
と
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ハ
ィ
ネ
ー
ハ
イ
ネ
の
猫
太
思

想
を
中
心
と
し
て
Ｉ
（
一
七
）

源
平
合
戦
と
緒
方
氏
の
畢
兵
（
二
八
）

服
郡
哲
郎

》
日
野
開
三
郎
‐

代
の
治
散
に
就
い
て
（
一
三
）

河
陽
三
城
節
度
使
考
二
四
。
一
七
）

代
藩
鋲
の
畢
絲
紺
さ
北
宋
朝
の
預
貿
絹

二
五
。
一
六
）

代
の
閉
報
と
禁
錨
（
一
九
）

宗
朝
を
中
心
と
し
て
鯉
た
る
北
宋
時
代

代
便
換
考
（
二
二
・
二
三
ｏ
二
五
）

代
岡
國
の
對
中
原
朝
貢
と
賀
易
（
二
六
．

海
・
金
の
雄
図
と
数
化
地
方
の
産
餓
（
二

悲
部
の
護
展
（
二
九
）

・
本
城
醜
治
瞳

た
る
北
宋
時
代

の
結
報
（
二
○
）

’
二
七
）

八
）

二
○
六

五
代
苛
政
の
一
面
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ｄ
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宮
下
勝
次
〃

ノ
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
起
請
文
の
成
立
ざ
そ
の
性
質
（
二
三
）

″
稲
岡
縣
成
屋
肪
の
古
塘
に
つ
い
て
共
著
×
二
）

彌
生
式
土
器
論
ご
北
九
州
ｌ
細
線
鋸
歯
紋
鏡
の
新
古
‐
Ｉ
（
四
・
五
）

〆

安
河
内
博

若
狭
園
太
良
荘
の
崩
壊
過
程
二
三
）

武
藤
智
雄

イ
タ
リ
ヤ
に
於
け
る
歴
史
記
述
の
契
機
と
展
望
へ
二
四
）

・
森
便
利
直

北
宋
初
期
の
便
雑
に
就
畔
て
く
三
）

南
宋
山
川
の
對
雑
に
就
い
て
二
○
）

山
内
晋
郷

安
南
史
上
の
一
政
椛
と
し
て
の
土
鍵
（
一
己

山
本
嘉
藏

禰
岡
縣
成
陸
形
の
古
戦
に
つ
い
て
（
共
若
×
二
）

索

山
本
博

引

’ １

｜
さ

九
州
史
學
會
本
年
度
委
員

委
員
長
常
任
委
員

常
任
委
員

ｉ
ｉ
ｉ
ｌ

書
．
記

委
員

願

問
。

j
I

進鈴山高松井誘小鏡日或竹長長

二
○
七

藤 口橋 井林 野松岡沼
木 垣上 山．

柴 開 蒜
康 國正 鉄 俊勝畏

＝ 三

海正幹信裕忠男郎猛郎章也海吉
●
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